
ん。防災に携わっている方 と々観光に携
わっている方々がお互いに勉強し合える
ような機会が必要と感じました。
　西島氏　官にない民の視点を取り込
んで新しい取り組みに挑戦していってほ
しいと思います。民を上手に使って発信
していくことが重要だと思います。
　田畑氏　いざという時にダムがきちん
と機能するためにしっかりとした維持管
理を心掛けていきます。日光市にある鬼
怒川４ダムを皆さんに見ていただけるよう
な取り組みをこれからもしていきます。
　篠原氏　本日はダムの非常時の必要
性をあらためて確認し、平常時のダムの
活用についても、アイディアを出してつな
がりを深める必要があると感じました。日
光には歴史、文化、食など素晴らしい地
域資源のある地域だと思いますので、こ
の伝統文化をぜひ１００年先までつなげ
ていただきたいと思います。本日はありが
とうございました。
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　「鬼怒川ダム地域創生シンポジウム」（主催・鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン策定委員会）が3日、宇都宮市の栃木県総合文化センターで開か
れました。日光市の鬼怒川上流にある五十里、川俣、川治、湯西川の4ダムが昨年9月の関東・東北豪雨の際に果たした防災の効果や、地域の観光資
源化について、専門家らが意見を交わしました。 （企画・制作　下野新聞社営業局）

　昨年９月の記録的な大雨により
各地で大規模な被害が発生しまし
た。鬼怒川は茨城県で堤防が決
壊し、栃木県でも死者３名、家屋被
害約６千戸など甚大な被害が発
生しました。
　国土交通省では、この関東・東北豪雨を踏
まえ、水防災意識社会　再構築ビジョン」とし
て、平成32年を目途に全ての直轄河川にお
いて河川管理者、市町村、住民らが連携して
ハード対策、ソフト対策が一体となったさまざ
まな取り組みを行うこととしています。
　関東・東北豪雨では鬼怒川上流の４ダムに
おいてできる限り洪水を貯める作業を行い、
約１億立方㍍の水を貯め込みました。この結
果、鬼怒川下流の水位を低下させ、浸水被
害を大きく軽減させました。日光市でも平成24
年に完成した湯西川ダムの洪水調節機能に
より下流の川治温泉街への浸水被害を回避
できました。これは既存の水施設の効果が十
分に発揮された事例だと思います。
　一方、水源地域に位置するダムは観光の
コンテンツの一つとして国内観光客のみなら
ず、外国人観光客の誘客、いわゆるインバウ
ンドにも貢献できると考えております。本日のシ
ンポジウムが、鬼怒川水源地域の活性化につ
ながることを期待しています。
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関東地方整備局長

石川 雄一 氏
いし かわ ゆう いち

　鬼怒川上流の湯西川ダム、五十
里ダム、川俣ダム、川治ダムの４ダム
は、本日のシンポジウムで基調講演
の講師をされます星野夕陽氏をは
じめとするダム愛好家の皆さんに
よって選ばれる「日本ダムアワード２
０１５」で大賞に輝きました。
　栃木県では昨年９月に大雨特別警報が関
東で最初に発令され、県の西部、南部で記録
的な豪雨に見舞われました。この豪雨により鬼
怒川上流域では観測史上最多の降水量を記
録しましたが、４ダムの洪水調節により鬼怒川
の水位上昇が抑えられたことで被害が大幅に
軽減されました。あらためてダムの治水機能に
よる防災、減災効果を再認識したところです。
　関東・東北豪雨を踏まえ、栃木県では「災
害に強いとちぎづくり」に向けて鋭意取り組ん
でいます。さらに、「全ての分野で選ばれると
ちぎ」を目指し、「ベリー グッド ローカル とち
ぎ」を新たなキャッチフレーズに掲げて本県の
多彩な魅力を国内外に発信していきたいと
考えています。
　今回のシンポジウムを通してダムの防災機
能と地域の活性化に果たす役割について理
解が深まり、ダムを活かした水源地域の自立
的、持続的な発展と地方創生がかなう貴重
な機会となるよう念願いたします。

「
災
害
に
強
い
と
ち
ぎ
」推
進

「
災
害
に
強
い
と
ち
ぎ
」推
進

栃木県知事

福田 富一 氏
ふく だ とみ かず

　日光市には、平成24年10月に完
成した湯西川ダムをはじめ、五十
里ダム、川治ダム、川俣ダムと４つの
ダムがあります。最後に完成した湯
西川ダムについては、ダムの建設に
伴う水源地域整備事業が実施さ
れました。この事業により、ダム周辺地域の生
活環境、教育環境の充実、さらには観光の振
興を図ることができました。
　日光市では新年度から「第二次日光市総
合計画」がスタートします。この計画に基づ
き、地域づくりの分野では観光施設などを有
効に活用していくことで地域活性化を推進し
ていきます。推進に当たっては、国土交通省、
周辺地域住民の方 と々の協働によって地域
の特性を活かした施策を実施していきたいと
考えています。
　また、昨年９月に発生した関東・東北豪雨
の際には鬼怒川の増水に対し、四つのダムの
機能が十分に発揮されたことによって水害被
害を抑えることができました。ダムは防災にお
いても大きな役割を果たしており、日光市民の
生命、財産を守るためにその機能が重要なも
のだったと実感しました。
　今後も防災、そして有効な地域資源という
ダムの二つの機能の重要性を再確認し、日光
市の施策に活かしていきたいと考えています。
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日光市長

斎藤 文夫 氏
さい とう ふみ お

　篠原氏　前半は防災の観点から、後
半は通常のダムの活用についてお話し
いただこうと思っています。昨年９月の関
東・東北豪雨は日光にも大きな被害をも
たらしました。まず斎藤市長に行政の責
任者として当時の思いを振り返っていた
だきます。
　斎藤氏　日光では１人が施設の排水
作業中に亡くなったほか、４人の負傷者、
家屋被害が全壊、半壊、一部損壊など

計３４０件にも上りました。日光市で一番
被害が大きかった藤原地域の芹沢地区
では、土石流により、集落のほぼ全域が
避難する状態になりました。こうした中で
湯西川ダムによって五十里ダムへの流
入量が抑制され、川治温泉地区の浸水
被害が回避されました。４ダムの果たした
効果は大きかったと捉えています。
　篠原氏　あの災害を通してダムの効
果を実感できたように思います。気象予

報士と防災士の資格をお持ちの福嶋さ
んに、９月の豪雨の特徴をお聞きします。
　福嶋氏　関東・東北豪雨は「線状降
水帯」が原因とされています。基本的に
は台風17号と18号の風がぶつかり合っ
て線状降水帯ができたのですが、その
二つの風の種類ができてぶつかったとこ
ろが栃木県や茨城県に当たったわけで
す。種類の違う風がぶつかると、両方か
らの力が拮抗してしまい、通常のように西
から東に空気が流れていくことがなく、そ
のためなかなか雨が降りやまなかったと
いうことだと思います。
　篠原氏　星野さんにお聞きしますが、
これまでにも線状降水帯による災害とい
うのは多く起きているのでしょうか。そし
て、そうした場合、今回のような機転を利
かせたダム操作が重要になるのでしょう
か。
　星野氏　過去の災害を振り返ってみ
ると、線状降水帯は割と頻繁に発生して
おり、鬼怒川のダムのような操作を実施し
ているケースは多々あります。そして、線
状降水帯は今後いつでも発生する可能
性があると考えます。
　篠原氏　ダム管理の責任者である田
畑さんに当時の現場の話をお願いしま
す。
　田畑氏　頼りになる職員たちが一生

懸命頑張ってくれました。線状降水帯は
非常に怖かったという印象です。鬼怒川
の五十里ダムで６００㍉の降雨を記録し
たのですが、総量で８００㍉を超える予報
も出ていました。そうした中で我々は下流
河川の水位や雨の予測も考えながら、非
常に厳しい選択を迫られました。限られ
た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
ものと実感しました。
　篠原氏　今後の地域防災に関して
何が重要になっていくのでしょうか。
　福嶋氏　地域防災では、ご近所とコ
ミュニケーションをとれているかどうかが
重要になってくると思います。最近はどの
ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
小さいお子さんがいる家を把握できてい
るかといったように、自分の街を知るには
コミュニケーションが不可欠だと思いま
す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの

助けを待つだけではなく、まず自分の力、
ともに助け合う力が必要であり、その力を
発揮するために地域のコミュニケーショ
ンが重要ということです。災害への備え
には食料や水、ラジオを用意することなど
がありますが、ちょっと困った時にお互い
に融通し合ったり、声をかけ合ったりする
ことが大切だと思います。
　篠原氏　行政のトップとしてはどのよう
に感じましたか。
　斎藤氏　日光市には２２４の自治会が
ありますが、そのうち２１８自治会が自主
防災組織を立ち上げていて、組織率は
97.３％になります。日光は非常に面積が
広いので自治会を単位に毎年防災訓練
を実施しています。また学校に職員が出
向いて防災の出前講座も行っています。
さらに平成21年から防災士の養成講座
を開講しており、本年度は47人の防災士
が誕生しました。累計では３２４人がそれ
ぞれの地域の防災リーダーとして活躍い
ただいています。
　篠原氏　市長として県や国に期待し
たいことはどんなことですか。

　斎藤氏　昨年の豪雨でハザードマッ
プの必要性を強く感じました。地域住民
の不安を解消するために平成28年度の
予算でハザードマップを作る予定になっ
ており、なるべく早い時期にと考えていま
す。これには国交省のご協力が不可欠
ですのでぜひお願いしたいと思っていま
す。日光市ではゲリラ豪雨に加えて火山
災害にも対応していかなければなりませ
ん。災害の発生頻度が非常に高まって
いるので、それぞれの市町村で備えが必
要になりますが、小さい市町村だけで対
応できないものが数多くありますので、ぜ
ひ県の力をお借りしたい。また、大規模災
害後の復旧にも国や県の支援をぜひお
願いしたいと思っています。

　篠原氏　今度は角度を変えて、ダムと
いうインフラを地域活性化や観光に活用
するためにはどうすればいいかを話し
合っていきたいと思います。まず斎藤市
長に、現在の活用法と今後の新たな考
えがあれば教えてください。
　斎藤氏　日光市ではダムにおける水
陸両用バスの運行を実施しており、これ
は全国的にも珍しい試みです。これまで
８年間続けてまいりました。ダムの周遊と
ダムの施設見学が好評を博しており、こ
れまでに約17万７５００人に利用していた
だきました。利用者のうち約７割強が地
元の温泉地に宿泊していただいている
ので地域経済に効果があり、加えて地域
活性化にもつながっていると思います。
今後の取り組みとしては、昨年10月に日
光市観光推進協議会を立ち上げまし
た。観光事業者のみならず国交省や公
共交通機関にもご参加いただいていま
すので、皆さまからアイデアをいただき、
鬼怒川ダム上流地域まで足を伸ばして
いただける方策を立て、新たな観光資源
を生み出していきたいと考えています。
　篠原氏　ダムの管理事務所でも新た

な取り組みをされていますか。
　田畑氏　昨年の５月には川治ダムで
めったに開くことのないクレストゲートを開
けて見学会を行い、ダム愛好家に好評を
博しました。また最近は「ダムカード」が人
気です。このほか、旅行雑誌に地産地消
の「ダムカレー」を取り上げてもらいまし
た。また、昨年は川俣ダムをまずライトアッ
プしてそれを消すと夜空に星が見える
「星空見学会」を初めて実施しました。
　篠原氏　ダムの愛好家の間で全国の
ダムカードを集めるのがブームと聞きます
が。
　星野氏　ダムカードが出てからダムを
訪問する人がかなり増えました。今まで
は年配の方が多かったのですが、最近
は若い人が男女関係なく増えています。
　篠原氏　こうしたインフラ観光でいか
に顧客価値を生み出すかについて西島
さんにお聞きします。
　西島氏　観光ツアーとしてのダムツ
アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ

主催：鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン策定委員会　共催：下野新聞社   協賛：国土交通省  関東地方整備局

＊水源地域ビジョンとは

▶鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョンの詳細については、こちらのアドレスをご覧下さい。http://www.ktr.mlit.go.jp/kinudamu/kinudamu_index033.html
▶防災の詳細については、こちらのアドレスをご覧下さい。http://www.ktr.mlit.go.jp/kinudamu/kinudamu00475.html

ダム水源地域の自治体、住民等がダム事業者・管理者と共同で策定主体となり、
下流の自治体・住民や関係行政機関に参加を呼びかけながら策定する水源地域活性化のための行動計画です。

後 援：観光庁、栃木県、公益社団法人日本観光振興協会、栃木県建設産業団体連合会、一般社団法人栃木県建設業協会、NPO法人栃木県防災士会、 
公益財団法人とちぎ建設技術センター、作新学院大学、東武鉄道株式会社、野岩鉄道株式会社、会津鉄道株式会社、とちぎテレビ、CRT栃木放送、エフエム栃木
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半は通常のダムの活用についてお話し
いただこうと思っています。昨年９月の関
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たらしました。まず斎藤市長に行政の責
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だきます。
　斎藤氏　日光では１人が施設の排水
作業中に亡くなったほか、４人の負傷者、
家屋被害が全壊、半壊、一部損壊など

計３４０件にも上りました。日光市で一番
被害が大きかった藤原地域の芹沢地区
では、土石流により、集落のほぼ全域が
避難する状態になりました。こうした中で
湯西川ダムによって五十里ダムへの流
入量が抑制され、川治温泉地区の浸水
被害が回避されました。４ダムの果たした
効果は大きかったと捉えています。
　篠原氏　あの災害を通してダムの効
果を実感できたように思います。気象予

報士と防災士の資格をお持ちの福嶋さ
んに、９月の豪雨の特徴をお聞きします。
　福嶋氏　関東・東北豪雨は「線状降
水帯」が原因とされています。基本的に
は台風17号と18号の風がぶつかり合っ
て線状降水帯ができたのですが、その
二つの風の種類ができてぶつかったとこ
ろが栃木県や茨城県に当たったわけで
す。種類の違う風がぶつかると、両方か
らの力が拮抗してしまい、通常のように西
から東に空気が流れていくことがなく、そ
のためなかなか雨が降りやまなかったと
いうことだと思います。
　篠原氏　星野さんにお聞きしますが、
これまでにも線状降水帯による災害とい
うのは多く起きているのでしょうか。そし
て、そうした場合、今回のような機転を利
かせたダム操作が重要になるのでしょう
か。
　星野氏　過去の災害を振り返ってみ
ると、線状降水帯は割と頻繁に発生して
おり、鬼怒川のダムのような操作を実施し
ているケースは多々あります。そして、線
状降水帯は今後いつでも発生する可能
性があると考えます。
　篠原氏　ダム管理の責任者である田
畑さんに当時の現場の話をお願いしま
す。
　田畑氏　頼りになる職員たちが一生

防災に果たした効果
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懸命頑張ってくれました。線状降水帯は
非常に怖かったという印象です。鬼怒川
の五十里ダムで６００㍉の降雨を記録し
たのですが、総量で８００㍉を超える予報
も出ていました。そうした中で我々は下流
河川の水位や雨の予測も考えながら、非
常に厳しい選択を迫られました。限られ
た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
ものと実感しました。
　篠原氏　今後の地域防災に関して
何が重要になっていくのでしょうか。
　福嶋氏　地域防災では、ご近所とコ
ミュニケーションをとれているかどうかが
重要になってくると思います。最近はどの
ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
小さいお子さんがいる家を把握できてい
るかといったように、自分の街を知るには
コミュニケーションが不可欠だと思いま
す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの

助けを待つだけではなく、まず自分の力、
ともに助け合う力が必要であり、その力を
発揮するために地域のコミュニケーショ
ンが重要ということです。災害への備え
には食料や水、ラジオを用意することなど
がありますが、ちょっと困った時にお互い
に融通し合ったり、声をかけ合ったりする
ことが大切だと思います。
　篠原氏　行政のトップとしてはどのよう
に感じましたか。
　斎藤氏　日光市には２２４の自治会が
ありますが、そのうち２１８自治会が自主
防災組織を立ち上げていて、組織率は
97.３％になります。日光は非常に面積が
広いので自治会を単位に毎年防災訓練
を実施しています。また学校に職員が出
向いて防災の出前講座も行っています。
さらに平成21年から防災士の養成講座
を開講しており、本年度は47人の防災士
が誕生しました。累計では３２４人がそれ
ぞれの地域の防災リーダーとして活躍い
ただいています。
　篠原氏　市長として県や国に期待し
たいことはどんなことですか。

　斎藤氏　昨年の豪雨でハザードマッ
プの必要性を強く感じました。地域住民
の不安を解消するために平成28年度の
予算でハザードマップを作る予定になっ
ており、なるべく早い時期にと考えていま
す。これには国交省のご協力が不可欠
ですのでぜひお願いしたいと思っていま
す。日光市ではゲリラ豪雨に加えて火山
災害にも対応していかなければなりませ
ん。災害の発生頻度が非常に高まって
いるので、それぞれの市町村で備えが必
要になりますが、小さい市町村だけで対
応できないものが数多くありますので、ぜ
ひ県の力をお借りしたい。また、大規模災
害後の復旧にも国や県の支援をぜひお
願いしたいと思っています。

　篠原氏　今度は角度を変えて、ダムと
いうインフラを地域活性化や観光に活用
するためにはどうすればいいかを話し
合っていきたいと思います。まず斎藤市
長に、現在の活用法と今後の新たな考
えがあれば教えてください。
　斎藤氏　日光市ではダムにおける水
陸両用バスの運行を実施しており、これ
は全国的にも珍しい試みです。これまで
８年間続けてまいりました。ダムの周遊と
ダムの施設見学が好評を博しており、こ
れまでに約17万７５００人に利用していた
だきました。利用者のうち約７割強が地
元の温泉地に宿泊していただいている
ので地域経済に効果があり、加えて地域
活性化にもつながっていると思います。
今後の取り組みとしては、昨年10月に日
光市観光推進協議会を立ち上げまし
た。観光事業者のみならず国交省や公
共交通機関にもご参加いただいていま
すので、皆さまからアイデアをいただき、
鬼怒川ダム上流地域まで足を伸ばして
いただける方策を立て、新たな観光資源
を生み出していきたいと考えています。
　篠原氏　ダムの管理事務所でも新た

な取り組みをされていますか。
　田畑氏　昨年の５月には川治ダムで
めったに開くことのないクレストゲートを開
けて見学会を行い、ダム愛好家に好評を
博しました。また最近は「ダムカード」が人
気です。このほか、旅行雑誌に地産地消
の「ダムカレー」を取り上げてもらいまし
た。また、昨年は川俣ダムをまずライトアッ
プしてそれを消すと夜空に星が見える
「星空見学会」を初めて実施しました。
　篠原氏　ダムの愛好家の間で全国の
ダムカードを集めるのがブームと聞きます
が。
　星野氏　ダムカードが出てからダムを
訪問する人がかなり増えました。今まで
は年配の方が多かったのですが、最近
は若い人が男女関係なく増えています。
　篠原氏　こうしたインフラ観光でいか
に顧客価値を生み出すかについて西島
さんにお聞きします。
　西島氏　観光ツアーとしてのダムツ
アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ
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ん。防災に携わっている方 と々観光に携
わっている方々がお互いに勉強し合える
ような機会が必要と感じました。
　西島氏　官にない民の視点を取り込
んで新しい取り組みに挑戦していってほ
しいと思います。民を上手に使って発信
していくことが重要だと思います。
　田畑氏　いざという時にダムがきちん
と機能するためにしっかりとした維持管
理を心掛けていきます。日光市にある鬼
怒川４ダムを皆さんに見ていただけるよう
な取り組みをこれからもしていきます。
　篠原氏　本日はダムの非常時の必要
性をあらためて確認し、平常時のダムの
活用についても、アイディアを出してつな
がりを深める必要があると感じました。日
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の伝統文化をぜひ１００年先までつなげ
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　篠原氏　前半は防災の観点から、後
半は通常のダムの活用についてお話し
いただこうと思っています。昨年９月の関
東・東北豪雨は日光にも大きな被害をも
たらしました。まず斎藤市長に行政の責
任者として当時の思いを振り返っていた
だきます。
　斎藤氏　日光では１人が施設の排水
作業中に亡くなったほか、４人の負傷者、
家屋被害が全壊、半壊、一部損壊など

計３４０件にも上りました。日光市で一番
被害が大きかった藤原地域の芹沢地区
では、土石流により、集落のほぼ全域が
避難する状態になりました。こうした中で
湯西川ダムによって五十里ダムへの流
入量が抑制され、川治温泉地区の浸水
被害が回避されました。４ダムの果たした
効果は大きかったと捉えています。
　篠原氏　あの災害を通してダムの効
果を実感できたように思います。気象予

報士と防災士の資格をお持ちの福嶋さ
んに、９月の豪雨の特徴をお聞きします。
　福嶋氏　関東・東北豪雨は「線状降
水帯」が原因とされています。基本的に
は台風17号と18号の風がぶつかり合っ
て線状降水帯ができたのですが、その
二つの風の種類ができてぶつかったとこ
ろが栃木県や茨城県に当たったわけで
す。種類の違う風がぶつかると、両方か
らの力が拮抗してしまい、通常のように西
から東に空気が流れていくことがなく、そ
のためなかなか雨が降りやまなかったと
いうことだと思います。
　篠原氏　星野さんにお聞きしますが、
これまでにも線状降水帯による災害とい
うのは多く起きているのでしょうか。そし
て、そうした場合、今回のような機転を利
かせたダム操作が重要になるのでしょう
か。
　星野氏　過去の災害を振り返ってみ
ると、線状降水帯は割と頻繁に発生して
おり、鬼怒川のダムのような操作を実施し
ているケースは多々あります。そして、線
状降水帯は今後いつでも発生する可能
性があると考えます。
　篠原氏　ダム管理の責任者である田
畑さんに当時の現場の話をお願いしま
す。
　田畑氏　頼りになる職員たちが一生
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懸命頑張ってくれました。線状降水帯は
非常に怖かったという印象です。鬼怒川
の五十里ダムで６００㍉の降雨を記録し
たのですが、総量で８００㍉を超える予報
も出ていました。そうした中で我々は下流
河川の水位や雨の予測も考えながら、非
常に厳しい選択を迫られました。限られ
た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
ものと実感しました。
　篠原氏　今後の地域防災に関して
何が重要になっていくのでしょうか。
　福嶋氏　地域防災では、ご近所とコ
ミュニケーションをとれているかどうかが
重要になってくると思います。最近はどの
ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
小さいお子さんがいる家を把握できてい
るかといったように、自分の街を知るには
コミュニケーションが不可欠だと思いま
す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの

助けを待つだけではなく、まず自分の力、
ともに助け合う力が必要であり、その力を
発揮するために地域のコミュニケーショ
ンが重要ということです。災害への備え
には食料や水、ラジオを用意することなど
がありますが、ちょっと困った時にお互い
に融通し合ったり、声をかけ合ったりする
ことが大切だと思います。
　篠原氏　行政のトップとしてはどのよう
に感じましたか。
　斎藤氏　日光市には２２４の自治会が
ありますが、そのうち２１８自治会が自主
防災組織を立ち上げていて、組織率は
97.３％になります。日光は非常に面積が
広いので自治会を単位に毎年防災訓練
を実施しています。また学校に職員が出
向いて防災の出前講座も行っています。
さらに平成21年から防災士の養成講座
を開講しており、本年度は47人の防災士
が誕生しました。累計では３２４人がそれ
ぞれの地域の防災リーダーとして活躍い
ただいています。
　篠原氏　市長として県や国に期待し
たいことはどんなことですか。

　斎藤氏　昨年の豪雨でハザードマッ
プの必要性を強く感じました。地域住民
の不安を解消するために平成28年度の
予算でハザードマップを作る予定になっ
ており、なるべく早い時期にと考えていま
す。これには国交省のご協力が不可欠
ですのでぜひお願いしたいと思っていま
す。日光市ではゲリラ豪雨に加えて火山
災害にも対応していかなければなりませ
ん。災害の発生頻度が非常に高まって
いるので、それぞれの市町村で備えが必
要になりますが、小さい市町村だけで対
応できないものが数多くありますので、ぜ
ひ県の力をお借りしたい。また、大規模災
害後の復旧にも国や県の支援をぜひお
願いしたいと思っています。

　篠原氏　今度は角度を変えて、ダムと
いうインフラを地域活性化や観光に活用
するためにはどうすればいいかを話し
合っていきたいと思います。まず斎藤市
長に、現在の活用法と今後の新たな考
えがあれば教えてください。
　斎藤氏　日光市ではダムにおける水
陸両用バスの運行を実施しており、これ
は全国的にも珍しい試みです。これまで
８年間続けてまいりました。ダムの周遊と
ダムの施設見学が好評を博しており、こ
れまでに約17万７５００人に利用していた
だきました。利用者のうち約７割強が地
元の温泉地に宿泊していただいている
ので地域経済に効果があり、加えて地域
活性化にもつながっていると思います。
今後の取り組みとしては、昨年10月に日
光市観光推進協議会を立ち上げまし
た。観光事業者のみならず国交省や公
共交通機関にもご参加いただいていま
すので、皆さまからアイデアをいただき、
鬼怒川ダム上流地域まで足を伸ばして
いただける方策を立て、新たな観光資源
を生み出していきたいと考えています。
　篠原氏　ダムの管理事務所でも新た

な取り組みをされていますか。
　田畑氏　昨年の５月には川治ダムで
めったに開くことのないクレストゲートを開
けて見学会を行い、ダム愛好家に好評を
博しました。また最近は「ダムカード」が人
気です。このほか、旅行雑誌に地産地消
の「ダムカレー」を取り上げてもらいまし
た。また、昨年は川俣ダムをまずライトアッ
プしてそれを消すと夜空に星が見える
「星空見学会」を初めて実施しました。
　篠原氏　ダムの愛好家の間で全国の
ダムカードを集めるのがブームと聞きます
が。
　星野氏　ダムカードが出てからダムを
訪問する人がかなり増えました。今まで
は年配の方が多かったのですが、最近
は若い人が男女関係なく増えています。
　篠原氏　こうしたインフラ観光でいか
に顧客価値を生み出すかについて西島
さんにお聞きします。
　西島氏　観光ツアーとしてのダムツ
アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ

　斎藤氏　
　福嶋氏　
　星野氏　
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ん。防災に携わっている方 と々観光に携
わっている方々がお互いに勉強し合える
ような機会が必要と感じました。
　西島氏　官にない民の視点を取り込
んで新しい取り組みに挑戦していってほ
しいと思います。民を上手に使って発信
していくことが重要だと思います。
　田畑氏　いざという時にダムがきちん
と機能するためにしっかりとした維持管
理を心掛けていきます。日光市にある鬼
怒川４ダムを皆さんに見ていただけるよう
な取り組みをこれからもしていきます。
　篠原氏　本日はダムの非常時の必要
性をあらためて確認し、平常時のダムの
活用についても、アイディアを出してつな
がりを深める必要があると感じました。日
光には歴史、文化、食など素晴らしい地
域資源のある地域だと思いますので、こ
の伝統文化をぜひ１００年先までつなげ
ていただきたいと思います。本日はありが
とうございました。

　篠原氏　前半は防災の観点から、後
半は通常のダムの活用についてお話し
いただこうと思っています。昨年９月の関
東・東北豪雨は日光にも大きな被害をも
たらしました。まず斎藤市長に行政の責
任者として当時の思いを振り返っていた
だきます。
　斎藤氏　日光では１人が施設の排水
作業中に亡くなったほか、４人の負傷者、
家屋被害が全壊、半壊、一部損壊など

計３４０件にも上りました。日光市で一番
被害が大きかった藤原地域の芹沢地区
では、土石流により、集落のほぼ全域が
避難する状態になりました。こうした中で
湯西川ダムによって五十里ダムへの流
入量が抑制され、川治温泉地区の浸水
被害が回避されました。４ダムの果たした
効果は大きかったと捉えています。
　篠原氏　あの災害を通してダムの効
果を実感できたように思います。気象予

報士と防災士の資格をお持ちの福嶋さ
んに、９月の豪雨の特徴をお聞きします。
　福嶋氏　関東・東北豪雨は「線状降
水帯」が原因とされています。基本的に
は台風17号と18号の風がぶつかり合っ
て線状降水帯ができたのですが、その
二つの風の種類ができてぶつかったとこ
ろが栃木県や茨城県に当たったわけで
す。種類の違う風がぶつかると、両方か
らの力が拮抗してしまい、通常のように西
から東に空気が流れていくことがなく、そ
のためなかなか雨が降りやまなかったと
いうことだと思います。
　篠原氏　星野さんにお聞きしますが、
これまでにも線状降水帯による災害とい
うのは多く起きているのでしょうか。そし
て、そうした場合、今回のような機転を利
かせたダム操作が重要になるのでしょう
か。
　星野氏　過去の災害を振り返ってみ
ると、線状降水帯は割と頻繁に発生して
おり、鬼怒川のダムのような操作を実施し
ているケースは多々あります。そして、線
状降水帯は今後いつでも発生する可能
性があると考えます。
　篠原氏　ダム管理の責任者である田
畑さんに当時の現場の話をお願いしま
す。
　田畑氏　頼りになる職員たちが一生

懸命頑張ってくれました。線状降水帯は
非常に怖かったという印象です。鬼怒川
の五十里ダムで６００㍉の降雨を記録し
たのですが、総量で８００㍉を超える予報
も出ていました。そうした中で我々は下流
河川の水位や雨の予測も考えながら、非
常に厳しい選択を迫られました。限られ
た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
ものと実感しました。
　篠原氏　今後の地域防災に関して
何が重要になっていくのでしょうか。
　福嶋氏　地域防災では、ご近所とコ
ミュニケーションをとれているかどうかが
重要になってくると思います。最近はどの
ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
小さいお子さんがいる家を把握できてい
るかといったように、自分の街を知るには
コミュニケーションが不可欠だと思いま
す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの
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地域活性化に寄与
ダムを観光資源として
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助けを待つだけではなく、まず自分の力、
ともに助け合う力が必要であり、その力を
発揮するために地域のコミュニケーショ
ンが重要ということです。災害への備え
には食料や水、ラジオを用意することなど
がありますが、ちょっと困った時にお互い
に融通し合ったり、声をかけ合ったりする
ことが大切だと思います。
　篠原氏　行政のトップとしてはどのよう
に感じましたか。
　斎藤氏　日光市には２２４の自治会が
ありますが、そのうち２１８自治会が自主
防災組織を立ち上げていて、組織率は
97.３％になります。日光は非常に面積が
広いので自治会を単位に毎年防災訓練
を実施しています。また学校に職員が出
向いて防災の出前講座も行っています。
さらに平成21年から防災士の養成講座
を開講しており、本年度は47人の防災士
が誕生しました。累計では３２４人がそれ
ぞれの地域の防災リーダーとして活躍い
ただいています。
　篠原氏　市長として県や国に期待し
たいことはどんなことですか。

　斎藤氏　昨年の豪雨でハザードマッ
プの必要性を強く感じました。地域住民
の不安を解消するために平成28年度の
予算でハザードマップを作る予定になっ
ており、なるべく早い時期にと考えていま
す。これには国交省のご協力が不可欠
ですのでぜひお願いしたいと思っていま
す。日光市ではゲリラ豪雨に加えて火山
災害にも対応していかなければなりませ
ん。災害の発生頻度が非常に高まって
いるので、それぞれの市町村で備えが必
要になりますが、小さい市町村だけで対
応できないものが数多くありますので、ぜ
ひ県の力をお借りしたい。また、大規模災
害後の復旧にも国や県の支援をぜひお
願いしたいと思っています。

　篠原氏　今度は角度を変えて、ダムと
いうインフラを地域活性化や観光に活用
するためにはどうすればいいかを話し
合っていきたいと思います。まず斎藤市
長に、現在の活用法と今後の新たな考
えがあれば教えてください。
　斎藤氏　日光市ではダムにおける水
陸両用バスの運行を実施しており、これ
は全国的にも珍しい試みです。これまで
８年間続けてまいりました。ダムの周遊と
ダムの施設見学が好評を博しており、こ
れまでに約17万７５００人に利用していた
だきました。利用者のうち約７割強が地
元の温泉地に宿泊していただいている
ので地域経済に効果があり、加えて地域
活性化にもつながっていると思います。
今後の取り組みとしては、昨年10月に日
光市観光推進協議会を立ち上げまし
た。観光事業者のみならず国交省や公
共交通機関にもご参加いただいていま
すので、皆さまからアイデアをいただき、
鬼怒川ダム上流地域まで足を伸ばして
いただける方策を立て、新たな観光資源
を生み出していきたいと考えています。
　篠原氏　ダムの管理事務所でも新た
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な取り組みをされていますか。
　田畑氏　昨年の５月には川治ダムで
めったに開くことのないクレストゲートを開
けて見学会を行い、ダム愛好家に好評を
博しました。また最近は「ダムカード」が人
気です。このほか、旅行雑誌に地産地消
の「ダムカレー」を取り上げてもらいまし
た。また、昨年は川俣ダムをまずライトアッ
プしてそれを消すと夜空に星が見える
「星空見学会」を初めて実施しました。
　篠原氏　ダムの愛好家の間で全国の
ダムカードを集めるのがブームと聞きます
が。
　星野氏　ダムカードが出てからダムを
訪問する人がかなり増えました。今まで
は年配の方が多かったのですが、最近
は若い人が男女関係なく増えています。
　篠原氏　こうしたインフラ観光でいか
に顧客価値を生み出すかについて西島
さんにお聞きします。
　西島氏　観光ツアーとしてのダムツ
アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ
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域資源のある地域だと思いますので、こ
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ているケースは多々あります。そして、線
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た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
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ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
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す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの
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に感じましたか。
　斎藤氏　日光市には２２４の自治会が
ありますが、そのうち２１８自治会が自主
防災組織を立ち上げていて、組織率は
97.３％になります。日光は非常に面積が
広いので自治会を単位に毎年防災訓練
を実施しています。また学校に職員が出
向いて防災の出前講座も行っています。
さらに平成21年から防災士の養成講座
を開講しており、本年度は47人の防災士
が誕生しました。累計では３２４人がそれ
ぞれの地域の防災リーダーとして活躍い
ただいています。
　篠原氏　市長として県や国に期待し
たいことはどんなことですか。

　斎藤氏　昨年の豪雨でハザードマッ
プの必要性を強く感じました。地域住民
の不安を解消するために平成28年度の
予算でハザードマップを作る予定になっ
ており、なるべく早い時期にと考えていま
す。これには国交省のご協力が不可欠
ですのでぜひお願いしたいと思っていま
す。日光市ではゲリラ豪雨に加えて火山
災害にも対応していかなければなりませ
ん。災害の発生頻度が非常に高まって
いるので、それぞれの市町村で備えが必
要になりますが、小さい市町村だけで対
応できないものが数多くありますので、ぜ
ひ県の力をお借りしたい。また、大規模災
害後の復旧にも国や県の支援をぜひお
願いしたいと思っています。

　篠原氏　今度は角度を変えて、ダムと
いうインフラを地域活性化や観光に活用
するためにはどうすればいいかを話し
合っていきたいと思います。まず斎藤市
長に、現在の活用法と今後の新たな考
えがあれば教えてください。
　斎藤氏　日光市ではダムにおける水
陸両用バスの運行を実施しており、これ
は全国的にも珍しい試みです。これまで
８年間続けてまいりました。ダムの周遊と
ダムの施設見学が好評を博しており、こ
れまでに約17万７５００人に利用していた
だきました。利用者のうち約７割強が地
元の温泉地に宿泊していただいている
ので地域経済に効果があり、加えて地域
活性化にもつながっていると思います。
今後の取り組みとしては、昨年10月に日
光市観光推進協議会を立ち上げまし
た。観光事業者のみならず国交省や公
共交通機関にもご参加いただいていま
すので、皆さまからアイデアをいただき、
鬼怒川ダム上流地域まで足を伸ばして
いただける方策を立て、新たな観光資源
を生み出していきたいと考えています。
　篠原氏　ダムの管理事務所でも新た

な取り組みをされていますか。
　田畑氏　昨年の５月には川治ダムで
めったに開くことのないクレストゲートを開
けて見学会を行い、ダム愛好家に好評を
博しました。また最近は「ダムカード」が人
気です。このほか、旅行雑誌に地産地消
の「ダムカレー」を取り上げてもらいまし
た。また、昨年は川俣ダムをまずライトアッ
プしてそれを消すと夜空に星が見える
「星空見学会」を初めて実施しました。
　篠原氏　ダムの愛好家の間で全国の
ダムカードを集めるのがブームと聞きます
が。
　星野氏　ダムカードが出てからダムを
訪問する人がかなり増えました。今まで
は年配の方が多かったのですが、最近
は若い人が男女関係なく増えています。
　篠原氏　こうしたインフラ観光でいか
に顧客価値を生み出すかについて西島
さんにお聞きします。
　西島氏　観光ツアーとしてのダムツ
アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ

鬼怒川ダム地域創生シンポジウム～鬼怒川上流ダムの防災と地域活性化に向けて～鬼怒川ダム地域創生シンポジウム～鬼怒川上流ダムの防災と地域活性化に向けて～

　私たちは日ごろダムには興味を持たな
いのが現実ですが、いろいろな角度から
ダムについて考えていただきたいと思い
ます。
　観光は今、大きく変わっていて「他律
的な観光」からの脱却がキーワードに
なっています。これまでは旅行会社のツ
アーに入って気軽に行け、一律な内容で
も満足できていた時代でしたが、今は「自
律的な観光」に変わってきています。もっ
と自分の趣味や食の好みなどを追求して
いく企画でないとお客さまが増えていきま
せん。また、これ
までは「集客しよ
う」という観点が
重視されました
が、これからは
集客ではなくてお客さまの需要を創造す
る新たな企画で「お客さまを創り出してい
く」のが必要だと考えています。少子高
齢化が急激に進む中、もう一度地域と観
光の魅力をつなげて交流人口を高めて
いくことが大切だと思います。
　地域にはさまざまなインフラがあります
が、ダム建設には人々の思いや葛藤が
ぎっしりと詰まっているのが特徴です。鬼
怒川で最後に完成した湯西川ダムは調
査期間を含めると完成まで40年間の歳
月を費やしています。ダム建設により地元
の138戸が消滅しており、こうした住民の
犠牲を無駄にしないでほしい、ダムを地
域創生につなげてほしいという思いが今
に受け継がれていると思います。ダムを
作る技術者にも苦労と葛藤があります。
完成後、しっかりと地元の役立つ施設で

ありたいと願っているわけです。
　昨年９月の関東・東北豪雨で鬼怒川
が決壊しました。約１億立方㍍の洪水を
鬼怒川の４ダムがせき止めたことで、被
害があの程度で済んだということを私た
ちは決して忘れてはいけません。多くの
犠牲を払いながらダムを建設できたこと
で多くの人命が救われたことを確認した
いと思います。
　日本の観光の構造が大きく変わってき
ています。日本人が海外で使う金額と日
本に来た外国人が使う金額を比較する

「旅行収支」で、45年ぶりに日本は黒字
になりました。これまでは日本人は海外で
使ってくる立場だったのですが、日本を訪
れる外国人が急増しており今年は間違
いなく２千万人を突破するとされている
のが現状です。
　ただ、ここで気を付けなければいけな
いのは国内の旅行消費は２兆円減って
いるということです。外国人観光客が３
兆円の経済効果をもたらしていますが、
日本人の旅行消費は冷えてしまっていま
す。
　日本の観光の課題は、旅行先が東京
を中心に大阪、京都といったゴールデン
ルートに集中しているところにあります。栃
木県の観光を見ても、日光で外国人のお
客さまが増えていても県内に分散してい
かないのが現状です。

「インフラツーリズム」という言葉がありま
す。ダムのように日本の高い国土を守る
技術を観光につなげる試みです。例えば
全国各地でダムをライトアップしたり、ダム
の見学会に合わせて星の観察会を開催
するなど、さまざまな工夫がされていま
す。
　消費者は今、本物を求めています。こ
れまでの観光はコンビニ型であり「いつ
でも」「どこでも」「どなたでも」楽しむもの
でした。しかし、これからの観光はすし屋
のカウンター型であり「今だけ」「ここだ

け」「あなただ
け」が大事だと
思います。例え
ば、この春の時
期に日光市でし

かできず、しかも訪れた人にだけメリット
があるという観光が大切です。
　ぜひ皆さんの力で新たな顧客価値を
創り出してください。

●基調講演●基調講演

大切な治水対策とインフラを
活用した観光まちづくり
大切な治水対策とインフラを
活用した観光まちづくり

「自律的な観光拠点」へ

跡見学園女子大学准教授　篠原 靖氏
しのはら やすし

■略歴
 1959年東京都出身。跡見学園女子大
学観光コミュニティ学部准教授。全国の
観光まちづくり・観光戦略・観光事業・起
業サポートのほか、観光人材育成・産業
振興等・行政・民間のプロジェクトや着
地型商品開発等を多数手掛ける。内閣
府地域活性化伝道師、総務省地域力
創造事業アドバイザー、国土交通省社
会資本整備事業審議会委員、日本観
光振興協会総合研究所客員研究員ほ
か多数務める。
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ん。防災に携わっている方 と々観光に携
わっている方々がお互いに勉強し合える
ような機会が必要と感じました。
　西島氏　官にない民の視点を取り込
んで新しい取り組みに挑戦していってほ
しいと思います。民を上手に使って発信
していくことが重要だと思います。
　田畑氏　いざという時にダムがきちん
と機能するためにしっかりとした維持管
理を心掛けていきます。日光市にある鬼
怒川４ダムを皆さんに見ていただけるよう
な取り組みをこれからもしていきます。
　篠原氏　本日はダムの非常時の必要
性をあらためて確認し、平常時のダムの
活用についても、アイディアを出してつな
がりを深める必要があると感じました。日
光には歴史、文化、食など素晴らしい地
域資源のある地域だと思いますので、こ
の伝統文化をぜひ１００年先までつなげ
ていただきたいと思います。本日はありが
とうございました。

　篠原氏　前半は防災の観点から、後
半は通常のダムの活用についてお話し
いただこうと思っています。昨年９月の関
東・東北豪雨は日光にも大きな被害をも
たらしました。まず斎藤市長に行政の責
任者として当時の思いを振り返っていた
だきます。
　斎藤氏　日光では１人が施設の排水
作業中に亡くなったほか、４人の負傷者、
家屋被害が全壊、半壊、一部損壊など

計３４０件にも上りました。日光市で一番
被害が大きかった藤原地域の芹沢地区
では、土石流により、集落のほぼ全域が
避難する状態になりました。こうした中で
湯西川ダムによって五十里ダムへの流
入量が抑制され、川治温泉地区の浸水
被害が回避されました。４ダムの果たした
効果は大きかったと捉えています。
　篠原氏　あの災害を通してダムの効
果を実感できたように思います。気象予

報士と防災士の資格をお持ちの福嶋さ
んに、９月の豪雨の特徴をお聞きします。
　福嶋氏　関東・東北豪雨は「線状降
水帯」が原因とされています。基本的に
は台風17号と18号の風がぶつかり合っ
て線状降水帯ができたのですが、その
二つの風の種類ができてぶつかったとこ
ろが栃木県や茨城県に当たったわけで
す。種類の違う風がぶつかると、両方か
らの力が拮抗してしまい、通常のように西
から東に空気が流れていくことがなく、そ
のためなかなか雨が降りやまなかったと
いうことだと思います。
　篠原氏　星野さんにお聞きしますが、
これまでにも線状降水帯による災害とい
うのは多く起きているのでしょうか。そし
て、そうした場合、今回のような機転を利
かせたダム操作が重要になるのでしょう
か。
　星野氏　過去の災害を振り返ってみ
ると、線状降水帯は割と頻繁に発生して
おり、鬼怒川のダムのような操作を実施し
ているケースは多々あります。そして、線
状降水帯は今後いつでも発生する可能
性があると考えます。
　篠原氏　ダム管理の責任者である田
畑さんに当時の現場の話をお願いしま
す。
　田畑氏　頼りになる職員たちが一生

懸命頑張ってくれました。線状降水帯は
非常に怖かったという印象です。鬼怒川
の五十里ダムで６００㍉の降雨を記録し
たのですが、総量で８００㍉を超える予報
も出ていました。そうした中で我々は下流
河川の水位や雨の予測も考えながら、非
常に厳しい選択を迫られました。限られ
た人員態勢で限られた情報を基にダム
操作をしました。やはりダム管理は厳しい
ものと実感しました。
　篠原氏　今後の地域防災に関して
何が重要になっていくのでしょうか。
　福嶋氏　地域防災では、ご近所とコ
ミュニケーションをとれているかどうかが
重要になってくると思います。最近はどの
ようにして他人に接していいか分からな
い人も増えているようですが、ちゃんとあ
いさつできているか、自治会で高齢者や
小さいお子さんがいる家を把握できてい
るかといったように、自分の街を知るには
コミュニケーションが不可欠だと思いま
す。「災害から72時間は自分たちの力で
生きていかなければならない」とはよく言
われる言葉です。警察や消防署などの

助けを待つだけではなく、まず自分の力、
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アーを実際に企画した側として話をさせ
ていただきます。茨城県の魅力を県外に
伝える趣旨で企画したのですが、これは
ダムマニアの存在を知ったことが大き
かったですね。茨城県のダムツアーであ
るにもかかわらず、遠方から旅行代金の
ほかに宿泊代、交通費をかけて１人で参
加する女性もいらっしゃいました。企画し
たダムツアーは１回目が発売後１週間で
満席になったのですが、２回目の時は50
時間で満席になるほどの人気ツアーにな
りました。
　篠原氏　地元のアナウンサーとして地
域活性化についてどのように感じていま
すか。
　福嶋氏　ダムの役割について誤解が
出ないように楽しく理解してもらう工夫が
必要かと思います。例えばダムに行けば
星がきれいに見えるとなれば、私なら飛
びつきます。最近は鉄道好きな「鉄子」と
か歴史が好きな「歴女」や「山ガール」な
どというように言葉が先行することが多
いので「ダム女」を先に流行させてしまう
のも一つの手ではないかと思います。
　篠原氏　今後のダムツアーではどのよ

うなことを考えていますか。
　西島氏　地元の水戸市でトークショー
とツアーを組み合わせた企画を考えてい
ます。ダムを学ぶトークショー後に、その参
加者とダムを見学する内容です。そのほ
か海外のダムツアーも企画しています。
　篠原氏　最後にメッセージをどうぞ。
　斎藤氏　シンポジウムを通して防災対
策や地域の活性化について理解が深
まったと思います。これからやることがま
だまだありますので、皆さまから知恵を頂
いて新たな展開を進めたいと思います。
　福嶋氏　災害時には国、県や市町村
の連携が必要であるように私たちメディ
アもヨコの連携を強化しなければいけな
いと思います。官の連携とメディアの連携
がさらに連携することでいざという時に
情報を提供し合えると思います。
　星野氏　ダムの防災機能を知っても
らうためには、まず観光などを通して実際
にダムを見てもらわなければ話になりませ
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　私は会社員ですが、出水のたびにダ
ムによる防災活動をチェックし、ＳＮＳを
通して難解なダム操作を実況し、ダムに
よる防災活動を周知することを趣味で
やっています。
　ダムによる洪水調節とは、水害を起こ
さない水量を考慮しながら残りの水を貯
めていくことです。全てのダムが洪水調
節を行うわけではありません。日本一有
名な富山県の黒部ダムは洪水調節を
行わず、発電専用です。
　鬼怒川上流域にはダムが13基ありま
すが、そのうち
洪水調節を行う
のは６基しかあ
りません。日本全
体では約2700
あるダムのうち洪水調節の機能を持つ
のは858と全体の３分の１にも満たない
のです。
　「日本ダムアワード」は、ダムファン有
志で開催し、1年で最も印象に残ったダ
ムを来場者が投票で選出し、活躍した
ダムをたたえようという趣旨のイベントで
す。鬼怒川の４ダムは、洪水調節で多く
のダムファンを魅了したことで日本ダムア
ワード2015でダム大賞を受賞しました。
　昨年９月に発生した関東・東北豪雨
災害。五十里ダム、湯西川ダムの一部
流域では雨量が600㍉以上と過去最大
の豪雨となり、栃木県に大雨特別警報
が発令されました。太平洋から流入した
暖かく湿った空気によって次 と々できた
積乱雲が帯状に並ぶ「線状降水帯」の
発生が原因です。

　鬼怒川４ダムのうち川治ダム、川俣ダ
ム、五十里ダムでは一定量放流方式と
いわれる方式が規則として決められて
います。雨が降り、流入量が一定以上
に増えたら流入量が落ち着くまで一定
の水量を放流し続けます。しかし、関東・
東北豪雨では下流河川の水位が大幅
に上昇するのが見込まれたため、川俣
ダム、川治ダム、五十里ダムでは本来の
ルールと異なる特別防災操作を実施し
て下流の被害軽減に努めました。実は
この操作は大きなリスクを伴う危険な操

作であり、本来であれば絶対にやらない
操作です。
　今回の豪雨で、湯西川ダムは最大流
入約580立方㍍のうち500立方㍍をダム
に貯留し、放流量を約57立方㍍に抑え
ました。「湯西川ダムに治水効果はな
かった」と言う人がいたそうですが、事
実誤認も甚だしいことです。もし湯西川
ダムがなければ、五十里ダムの流入量
は想定されている1500立方㍍を大幅に
超過してしまいました。湯西川ダムは特
別な操作をしたわけではありませんが、
もし2012年に完成していなければ今回
の洪水で地元の被害軽減が行われま
せんでした。関東・東北豪雨では鬼怒
川４ダムにおいて合計1億立方㍍の洪
水をダムに貯留しました。全てのダムで
満水近くまで水位を上げ、貯め込みまし

た。しかし、それでも鬼怒川の決壊を防
ぐことはできませんでした。ダムは洪水を
完全に防ぐことはできませんが、今回の
鬼怒川４ダムは洪水を調節し、被害を軽
減、さらに特別防災操作を実施すると
いう与えられた使命以上の仕事をやり
遂げました。
　気象予測の技術は年々進歩していま
すが、雨の降り方が変わりつつあり、まだ
予測困難な状況が続いています。毎年
のように各地で記録的な豪雨が発生し
ており、関東・東北豪雨を踏まえれば、い

つか必ずまた同
様な豪雨が発
生します。そうし
た時にダムの洪
水調節につい

て結果論のみで評価すべきではないと
強く訴えて私の講演を終わりにしたいと
思います。
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ダム愛好家　星野 夕陽氏
ほし の　 ゆう ひ

■略歴
 1984年東京都出身。ダム愛好家。河川
防災に興味があり、ダムをメーンに堤防
や水門なども研究対象とする。日本ダム
アワード選考委員、高遠ダムのダムカー
ド写真撮影者。多様な切り口でダムや
河川施設の話題をSNSで発信する。
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